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【開発の背景・従来の課題】  

mRNA ワクチンの実用化により，核酸医薬開発が活性化していますが，カギ

となるプラスミド DNA 原料の製造は，大腸菌による大量培養が主流です。こ

の製造法では大型培養設備や高度な精製を必要とし，コストも手間も時間もか

かります。これに代わる世界初の技術として低コスト短時間で DNA を製造で

きる大容量 PCR 法が山口大学で開発され、この方法で短時間に核酸医薬原料

が製造可能になりました。  

 

 

 



 

【開発経緯・開発体制】  

１．  カニカマ製造装置メーカーとの出会い  

2015 年、山口大学工学部の A 教授と県内のカニカマ製造装置メーカーと

の技術説明会での出会いをきっかけに、共同研究を開始。  

研究費として、山口県や地域の様々な助成金を受けながら、従来のμL ス

ケールの DNA 増幅検査装置（PCR 装置）の大型化に取り組みました。  

 

 

 

 

 

 

２．  事業化に向けて、ベンチャー会社設立  

2023 年 8 月、本研究に興味をもった医療機器関連企業の社員を中心に、

ヘリックスエクステンション株式会社を設立し、企業活動を開始し、宇部

市からの補助金を受けながら製品開発と販路開発に挑みました。  
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【実用化した技術内容と社会的インパクト】  

 

【関連サイト（販売カタログ等の参考情報）】  

ヘリックスエクステンション株式会社ホームページ  

https://www.helixextension.co.jp/ 

【詳細情報のお問い合わせ先】  

ヘリックスエクステンション株式会社  

info@helixextension.co.jp 
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